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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. ヒト着床の in vitro 再現とその制御機構の解明 
ヒト胚の着床には、胎盤のもととなる栄養膜細胞と子宮内膜細胞の相互作用が重要だと考えられていま

す。しかし、この相互作用にどのような分子が関わっているのかについてはほとんど分っていません。私

たちは、ヒト栄養膜細胞幹細胞（TS 細胞）を培養する技術を開発し、この細胞が着床期の栄養膜細胞と

似た性質を持つことを報告してきました（Cell Stem Cell 2018）。また、ヒトの子宮内膜細胞から単離し

た細胞を用いて、生体の子宮内膜組織を模倣したオルガノイドの開発を進めています。本研究では、ヒト

TS 細胞と子宮内膜オルガノイドの共培養系を確立することで、ヒト胚着床の謎に迫ります。 
 
Ⅱ. 妊娠合併症の治療法の開発 
胎盤の異常は、妊娠高血圧腎症や胎児発育不全など、さまざまな妊娠合併症の原因になりうると考えら

れています。しかし、そもそもなぜ胎盤が異常となるのか、そして胎盤の異常がどのような仕組みで妊娠

合併症を誘発するのかについてはあまり良く分かっていません。私たちは、妊娠合併症を発症した胎盤か

ら TS 細胞を作り出し、試験管内で病態を再現する研究を行ってきました（PNAS 2019）。本研究では、

この疾患 TS 細胞の培養技術を活用し、妊娠合併症の新たな治療法の開発を目指します。 
 
Ⅲ. 胎盤進化の分子機構の理解 
哺乳類は 1 億年以上前に胎盤を獲得したことで、さまざまな環境に適応し、勢力を拡大することに成功

しました。胎盤は哺乳類の臓器のなかで進化的に最も新しいものの一つで、その形態や遺伝子発現は多様

です。例えば、私たちはヒトとマウスの胎盤のエピゲノムを比較し、遺伝子の発現調節機構に大きな違い

が見られることを報告してきました（AJHG 2016, PLoS Genet 2014）。本研究では、さまざま動物種から

TS 細胞を樹立し、その性質や遺伝子機能を比較することで、胎盤の多様化をもたらした仕組みを分子レ

ベルで明らかにします。 
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【特殊技術・特殊装置】  
 
1. ヒト胎盤幹細胞の培養 5.  ライブセルイメージング 

2. 子宮内膜オルガノイドの培養  

3. ヒト iPS 細胞の培養  

4.  次世代シーケンサーのデータ解析      
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